
1．緒　　言

粉体の表面処理技術は，化学工学や粉体工学分野において，
対候性，耐腐食性，流動性向上をはじめとするさまざまな目的
で利用される重要な技術の一つである。化粧品分野における粉
体の表面処理は，おもに①製剤安定性や②機能性，あるいは③
感性価値の向上を目的として行われる1）。具体例として，①の
製剤安定性向上では，金属酸化物などの表面活性制御による有
効成分の分解抑制や，粉体の分散性制御による凝集，沈降抑制
などが挙げられる。②の機能性向上では，ファンデーションの
重要な機能である化粧崩れ防止効果の付与・向上作用が挙げら
れる。ファンデーション塗布直後は均質な塗膜を形成するが，
汗や皮脂によって粉体が濡れることで部分的に化粧膜がはがれ
たり，テカリやくすみが発生したりする。このような汗や皮脂
による化粧崩れを防ぐために，粉体に撥水性や撥油性を付与す
る目的で表面処理技術が利用されている。さらに，③の感性価
値向上の具体例としては，粉体の感触改良が挙げられる。とく
にパウダーファンデーションなどの粉末状化粧品においては，
製剤中に占める粉体の割合が多く，粉体の使用感が支配的とな
るため，粉体原料自体の感触改良に重点を置かれることが多
い。化粧品用粉体の感触特性は，粒子形状や粒子径といった粉
体固有の物理的特性にも起因するが，粉体の表面状態を処理剤
で処理することによる化学的特性の影響も大きい。一般的に，
パウダーファンデーションにおいては，「なめらか」，「しっと
り」，「柔らかい」といった感触が好まれる傾向にある。すなわ
ち，開発の現場では求められる使用感特徴に応じて処理剤の種

類や処理濃度の異なる化粧品用粉体を使い分けて，望まれる使
用感に対応している。
一方，化粧品業界における感触に関する表現は抽象的であ

り，感じ方にも個人差がある。しかしながら，長年の積み重ね
により処理剤の種類と感触との関連性は，ある程度経験的に見
いだされている。たとえば，化粧品用粉体に用いられる表面処
理剤の種類は，シリコーン系化合物やアミノ酸系化合物，フッ
素化合物，脂肪酸など多岐にわたるが，それぞれ使用感が異な
る2）。一般に，シリコーンやフッ素系化合物は，さらっとした
滑り性の高い使用感であることが知られている。これは，その
撥水，撥油特性に起因するものと考えられる。これに対して，
脂肪酸などのアルキル鎖を有する処理剤では，粉体にしっとり
とした感触を付与することができる。従来，こうした表面処理
による粉体の感触は官能試験によって評価され，処理剤の種類
や処理濃度が決定されてきた。しかし，官能試験は，実使用に
即している反面，評価者の技量や外部環境に左右されやすい評
価方法であるとも言える。このような個人差，環境因子といっ
た不確定要素をできる限り排除するために，化粧品原料，ある
いは製剤の感触特性を，物理機器によって解析する検討がなさ
れている3-9）。こうした従来の研究では，液体原料や乳化製剤
といった粘弾性体の評価が大多数を占め，レオロジーやトライ
ボロジー的手法によって検討がなされている。一方で，粉体原
料や粉末状製剤に関しては，おもにトライボロジー的手法によ
る解析がいくつか見受けられるが，その研究例は限定的であ
る。とくに，表面処理粉体の感触特性を物性評価によって定性
的，定量的に体系化した研究例はほとんど見受けられない。こ
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要　　　　旨

化粧品分野における粉体の表面処理技術は，製剤中での安定性向上や機能性向上，また感触改良などを目的として利用される。近
年，パウダーファンデーションに代表される粉末状化粧品においては，「なめらか」，「しっとり」，「柔らかい」といった感触が好まれ，
こうした使用感特徴に応じて処理剤の種類や処理濃度の異なる化粧品用粉体を使い分けている。従来，表面処理による粉体感触は官
能評価に頼っており，客観的指標による感触特性の体系化は十分になされていない。本研究では，処理剤の種類，あるいは処理濃度
の異なる化粧品用表面処理粉体について，粉体層直接せん断試験で得られる物性指標と，感触との相関性を調査した。その結果，内
部摩擦係数μi，せん断付着力τcと「すべり性」，「しっとり感」との間にそれぞれ一定の相関があることを確認し，さらには圧密粉体の
応力緩和率σsrrと「柔らかさ」との間にも相関性を見いだしたので報告する。

キーワード：板状粉体，表面処理，柔らかさ，粉体層直接せん断試験，応力緩和率

285

研究論文
J. Jpn. Soc. Colour Mater., 92〔10〕，285–291（2019）

© 2019 Journal of the Japan Society of Colour Material－1－


